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1. 2022年3月期第2四半期の連結業績（2021年4月1日～2021年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収入 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年3月期第2四半期 7,402 9.0 808 15.8 799 14.6 587 63.8

2021年3月期第2四半期 6,792 △7.7 698 △22.9 698 △21.9 358 △38.2

（注）包括利益 2022年3月期第2四半期　　560百万円 （20.6％） 2021年3月期第2四半期　　464百万円 （△20.1％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年3月期第2四半期 118.07 ―

2021年3月期第2四半期 72.06 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年3月期第2四半期 32,884 19,273 58.6

2021年3月期 31,621 18,890 59.7

（参考）自己資本 2022年3月期第2四半期 19,273百万円 2021年3月期 18,890百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年3月期 ― ― ― 35.00 35.00

2022年3月期 ― ―

2022年3月期（予想） ― 35.00 35.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年 3月期の連結業績予想（2021年 4月 1日～2022年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

営業収入 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 13,400 0.1 1,350 3.6 1,300 △1.1 800 7.3 160.66

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年3月期2Q 5,000,000 株 2021年3月期 5,000,000 株

② 期末自己株式数 2022年3月期2Q 20,600 株 2021年3月期 20,600 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年3月期2Q 4,979,400 株 2021年3月期2Q 4,979,400 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中で、政府による緊

急事態宣言等の発令が繰り返され、経済活動は大きく制限される厳しい環境が続いております。当四半期後半では新規感染

  者数は減少傾向を示すも、第６波への懸念から先行きの不透明さに変わりはない状況が続いており、今後、新種の変異株発

　症による感染者数の動向等により経済活動の抑制が続く場合は、実質経済成長率は低迷を維持し、雇用・所得環境の悪化を

　受ける個人消費や設備投資の減少は続くものと思われ、当面の間は経済環境回復には予断を許さない様相となっております。

  　物流業界におきましては、新型コロナウイルス感染症の影響が国内外で長引く中、半導体の不足などによる製造業の生産

活動停滞や、度重なる緊急事態宣言等による人の行動制限で個人消費が減少し、全体的な国内輸送の需要は停滞を継続して

おります。一方、企業においてはテレワークの推進、巣ごもり需要を背景としたＥＣ市場の増加基調は続き、これに伴う物

　流サービスも堅調となっている反面、輸送の小口化によるトラック積載率の低下、待機時間の長時間化によるドライバー拘

　束時間の長期化が恒常化しつつあり、ドライバー不足等を合わせ、物流業界にとって厳しい経営環境は依然として継続して

　いる状況となっております。

　　このような経営環境の下で当社グループは、お客様の立場に立ったより良い物流サービスを提案、提供し、既存顧客との

　取引拡大と新規顧客の開拓を積極的に推進するとともに、コスト削減のため輸送の効率化と経費節減にも積極的に取組んで

　まいりました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の営業収入は、7,402百万円(前年同四半期比9.0％増)となり、営業利益は808百

万円(前年同四半期比15.8％増）、経常利益は799百万円(前年同四半期比14.6％増)、親会社株主に帰属する四半期純利

　益は587百万円(前年同四半期比63.8％増）となりました。　　  

（２）財政状態に関する説明

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末に比べて9.2％増加し、6,081百万円となりました。これは、現金及び預金が498百万

円増加したことなどが要因であります。固定資産は、前連結会計年度末に比べて2.9％増加し、26,802百万円となりまし

　た。これは、倉庫建物が1,441百万円増加したことと、建設仮勘定及び資産減価償却による減少などが要因であります。
　
　　この結果、総資産は前連結会計年度末に比べて1,262百万円増加し、32,884百万円となりました。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末に比べて△15.1％減少し、4,869百万円となりました。これは、その他流動負債の中の未

払金が△382百万円、前受金が△249百万円減少したことなどが要因であります。固定負債は、前連結会計年度末に比べて

　25.0％増加し、8,741百万円となりました。これは、長期借入金が1,899百万円増加したことなどが要因であります。

　　この結果、負債合計は前連結会計年度末に比べて879百万円増加し、13,610百万円となりました。

（純資産）

純資産合計は、前連結会計年度末に比べて2.0％増加し、19,273百万円となりました。これは、主に剰余金の増加が要因

　であります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　　業績は、新型コロナウイルス感染症や原油価格の影響など、今後も景気動向において不透明な状況が継続すると予想され

　ることから、2021年５月14日発表の通期連結業績予想について変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,543,269 4,041,354

受取手形、売掛金及び契約資産 1,747,941 1,939,299

その他 277,673 101,410

貸倒引当金 △43 △480

流動資産合計 5,568,842 6,081,583

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 6,883,541 8,325,427

土地 15,657,886 15,657,886

建設仮勘定 1,604,687 974,000

その他（純額） 601,833 619,507

有形固定資産合計 24,747,947 25,576,821

無形固定資産 150,794 130,233

投資その他の資産

投資有価証券 540,664 500,366

繰延税金資産 404,305 393,765

その他 233,593 225,436

貸倒引当金 △24,171 △24,081

投資その他の資産合計 1,154,391 1,095,486

固定資産合計 26,053,133 26,802,540

資産合計 31,621,975 32,884,124

負債の部

流動負債

支払手形及び営業未払金 549,531 563,356

短期借入金 2,183,010 1,852,860

1年内返済予定の長期借入金 686,841 807,156

未払法人税等 276,378 232,960

賞与引当金 284,270 291,232

その他 1,758,972 1,122,264

流動負債合計 5,739,003 4,869,829

固定負債

長期借入金 5,741,297 7,641,001

役員退職慰労引当金 338,679 -

退職給付に係る負債 338,177 357,815

その他 573,919 742,304

固定負債合計 6,992,073 8,741,121

負債合計 12,731,076 13,610,951

　

南総通運株式会社（9034） 2022年３月期　第２四半期決算短信

－ 3 －



(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 538,500 538,500

資本剰余金 497,585 497,585

利益剰余金 17,613,996 18,024,034

自己株式 △15,010 △15,010

株主資本合計 18,635,072 19,045,110

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 255,799 228,042

その他の包括利益累計額合計 255,799 228,042

非支配株主持分 26 20

純資産合計 18,890,899 19,273,173

負債純資産合計 31,621,975 32,884,124
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

営業収入 6,792,375 7,402,075

営業支出 5,685,431 6,135,180

営業総利益 1,106,943 1,266,894

一般管理費 408,863 458,187

営業利益 698,080 808,706

営業外収益

受取利息 71 51

保険配当金 7,016 7,848

助成金収入 4,746 4,615

車輌売却益 2,747 2,580

その他 9,550 7,315

営業外収益合計 24,131 22,411

営業外費用

支払利息 23,150 28,390

その他 1,039 3,025

営業外費用合計 24,190 31,415

経常利益 698,020 799,703

特別損失

減損損失 121,798 -

特別損失合計 121,798 -

税金等調整前四半期純利益 576,222 799,703

法人税、住民税及び事業税 224,690 202,190

法人税等調整額 △7,291 9,600

法人税等合計 217,398 211,790

四半期純利益 358,823 587,912

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失(△)

△12 △6

親会社株主に帰属する四半期純利益 358,836 587,919
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年４月１日
　至 2020年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年９月30日)

四半期純利益 358,823 587,912

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 105,693 △27,757

その他の包括利益合計 105,693 △27,757

四半期包括利益 464,517 560,155

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 464,529 560,161

非支配株主に係る四半期包括利益 △12 △6
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

　　（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

　　（株主資本の金額に著しい変動のあった場合の注記）

当第２四半期連結累計期間（自 2021年４月１日　至 2021年９月30日）

　該当事項はありません。

　　（会計方針の変更）

　　　（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。)等

を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又

はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　また、建設事業については、進捗部分について成果の確実性が認められる工事については工事進行基準を、進捗

率を見込むことができない工事については工事完成基準を適用しておりましたが、全ての工事について、履行義務

を充足するにつれて、一定の期間にわたり収益を認識する方法に変更しております。また、履行義務の充足に係る

進捗率の見積りの方法は、主として発生原価に基づくインプット法によっております。なお、進捗率を見積もるこ

とのできない工事契約については代替的な取扱いを適用し、原価回収基準で収益を認識しております。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の建設事業における売上高は290,002千円増加し、売上原価も同額増加す

るため、当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響はなく、その他の事業については、損益に与える影響は軽

微であります。

　収益認識会計基準を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示していた

「受取手形及び営業未収金」は、第１四半期連結会計期間より、「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表

示することといたしました。なお、収益認識会計基準第89-２項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計

年度について新たな表示方法により組替えを行っておりません。さらに「四半期財務諸表に関する会計基準」

(企業会計基準第12号　2020年３月31日)第28-15項に定める経過的な取扱いに従って、前第２四半期連結累計期間

に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を掲載しておりません。

　　　（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」(企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。)

等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」(企

業会計基準第10号　2019年７月４日)第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める

新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表に与える影響はあり

ません。

　　（追加情報）

　　　（役員退職慰労引当金制度廃止に伴う打ち切り支給について）

　当社は将来、退職慰労金の支給に備えるため、内規に基づく要支給額を役員退職慰労引当金として計上しており

ましたが、当事業年度中の定時株主総会において、役員退職慰労引当金制度廃止に伴う打ち切り支給が決議されま

した。これに伴い、「役員退職慰労引当金」を取り崩し、支給済分を除く、打ち切り支給額の未払金171,767千円

については、固定負債の「その他」に含めて表示しております。
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